戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的体質 ―私的直接投資の自己金融を中心として― by 中西 市郎
戦後
お
私 る
的 ア
直
接 メ
投 リ
資
の カ
自
資本己
金
融 事議
を
中 出
，心 の
と
し 形
中
て 態
特的
西
質
市
郎
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
一
、
序
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
資
本
輸
出
が
、
形
態
的
に
は
、
証
券
投
資
の
衰
退
、
直
接
投
資
の
着
実
な
増
加
、
ゑ
ら
び
に
国
家
投
資
の
飛
躍
的
増
大
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
乙
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
友
か
ん
づ
く
最
も
重
要
取
意
義
を
も
つ
の
は
国
家
投
資
H
対
外
援
助
で
あ
ク
て
、
従
来
の
分
析
が
主
と
し
て
乙
れ
に
集
中
し
た
の
は
当
然
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
の
し
か
し
友
が
ら
わ
れ
ノ
ー
は
、
資
本
輸
出
を
現
段
階
に
お
け
る
ア
J
P
P
カ
資
本
主
義
の
情
造
的
特
質
と
の
関
聯
に
お
い
て
理
解
す
る
た
め
一
、
敢
て
比
較
的
看
過
さ
れ
が
ち
な
私
的
投
資
形
態
の
分
析
か
ら
出
発
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
し
て
特
に
、
私
的
投
資
の
支
配
的
形
態
た
る
直
接
投
資
の
自
己
金
融
化
7
0］己
5
2
a口
問
。
門
出
口
ω口
口
百
四
同
円
。
g
E円。
E
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日
no）
傾
向
に
注
目
し
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の
変
貌
を
反
映
し
づ
つ
あ
る
所
以
を
明
か
に
し
、
し
か
る
後
は
じ
め
て
、
圧
倒
的
比
重
を
占
め
る
国
家
投
資
の
意
義
を
検
討
し
た
い
と
思
う
。
二
、
な
的
投
資
形
態
の
推
移
私
的
投
資
は
、
観
点
を
具
に
す
る
に
つ
れ
て
種
k
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
機
能
形
態
に
即
し
て
い
え
ば
貸
付
資
本
の
輸
出
と
産
業
資
本
の
輸
出
、
「
所
有
」
（
。
耳
口
ぬ
同
ω
F
g
）
な
い
し
「
支
配
」
（
8
2
8
C
の
有
無
を
基
準
と
す
れ
ば
、
直
接
投
資
（
品
目
円
。
三
百
〈
02a
s
g
c
と
証
券
投
資
な
R
R
O｝
吉
宮
4
0
2
g
g
G
と
に
区
別
さ
れ
る
・
と
と
る
で
、
か
か
る
二
つ
の
分
類
は
か
友
り
の
程
度
に
お
い
て
重
友
り
ム
日
夕
て
い
る
と
と
も
に
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
ク
て
証
券
投
資
か
ら
直
接
投
資
へ
と
重
点
が
移
り
行
く
一五
一
五
四
と
と
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
や
、
大
雑
把
に
い
っ
て
証
券
投
資
は
貸
付
資
本
の
輸
出
と
一
致
し
、
確
定
利
子
付
証
券
を
そ
の
典
型
と
す
る
。
株
式
所
有
も
そ
れ
が
企
業
の
支
配
を
制
す
る
に
見
る
穫
の
多
数
に
L
L
ら
添
い
ば
あ
い
に
は
、
実
質
主
貸
付
に
等
し
く
、
証
券
投
資
に
含
ま
れ
る
。
乙
れ
に
対
し
て
直
援
投
盗
の
う
ち
で
中
核
的
な
地
位
を
占
め
る
の
は
産
業
資
本
の
輸
出
で
あ
る
。
次
に
ア
メ
リ
カ
商
務
省
に
よ
る
直
接
投
資
の
定
義
を
か
か
げ
よ
う
。
註
（
1）
山
ア
ヌ
リ
カ
国
絡
を
も
っ
個
人
ま
た
は
法
人
が
、
議
決
権
附
株
式
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
所
有
し
て
い
る
と
乙
ろ
の
在
外
会
社
（
問
。
円
。
』
拘
口
口
。
門
官
。
『
白
色
。
口
）
間
株
式
が
ア
メ
p
カ
園
内
で
A
公
募
さ
れ
、
多
く
の
一
株
主
K
分
散
せ
る
結
果
個
人
ま
た
は
単
独
の
法
人
だ
け
で
は
二
五
パ
1
セ
シ
ト
に
達
し
た
い
が
、
乙
れ
ら
を
合
計
す
れ
ば
、
ア
メ
リ
戸
国
内
で
五
Q
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
所
有
し
て
い
る
と
と
ろ
の
在
外
会
社
（
向
。
ロ
ニ
間
口
円
。
門
間
百
円
白
E
o
ロ）
mw
ア
メ
リ
カ
人
が
単
独
で
所
有
し
て
い
る
在
外
浴
一
院
川町ア
J
F
P
カ
企
業
に
直
属
す
る
在
外
支
社
〈
問
。
忠
一
四
ロ
U
S
2
5
乙
ζ
に
い
う
沙
門
。
品
目
n
o
G
2
S
5ロ
と
は
外
国
の
法
律
の
下
に
組
織
さ
れ
た
子
会
社
で
あ
り
、
問。一円。一
F
間口
V
S一口
n
E
と
は
ア
メ
リ
カ
の
法
律
に
基
い
て
組
織
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
、
前
記
例
伶
が
ア
メ
η
ツ
カ
の
個
人
又
は
企
業
の
支
配
下
に
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
友
い
。
前
二
者
に
ク
い
て
は
外
国
℃
設
立
さ
れ
た
株
民
計
五
位
ω
一
丸
飢
雄
主
株
式
所
有
を
通
じ
て
獲
得
す
る
訳
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
株
式
会
社
制
度
は
、
資
本
の
私
的
所
有
と
生
産
力
発
展
の
極
利
を
回
避
す
べ
く
他
人
抗
日
本
を
自
己
資
本
と
し
て
擬
制
し
導
入
す
る
と
こ
る
の
最
高
度
の
資
本
集
中
形
態
で
あ
っ
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
産
業
盗
本
は
資
本
の
企
画
的
及
動
員
を
可
能
注
ら
し
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
ζ
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
と
が
本
格
化
す
る
の
は
独
占
段
階
に
む
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
独
占
段
階
と
そ
は
商
品
輸
出
に
代
る
資
本
輸
出
の
飛
躍
的
増
大
を
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
ク
た
。
け
だ
し
、
「
最
初
は
独
占
的
束
縛
に
よ
っ
て
利
潤
が
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
さ
も
怠
け
れ
ば
そ
の
分
野
に
入
ク
て
き
た
は
歩
の
若
干
の
資
本
を
排
除
す
る
と
と
に
よ
っ
て
牧
得
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
ク
て
こ
の
よ
う
な
束
縛
の
累
積
作
用
に
よ
ク
て
、
他
の
分
野
が
甚
し
く
雑
踏
す
る
よ
う
に
友
り
、
乙
れ
ら
の
分
野
の
利
潤
牧
益
は
、
か
か
る
束
縛
が
友
か
ク
た
ば
あ
い
の
水
準
以
下
に
低
下
す
る
。
（
中
前
町
〉
恐
ら
く
そ
れ
は
大
き
な
金
融
経
一
本
に
対
し
て
も
影
棚
曜
日
を
及
ぼ
さ
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
ク
た
・
し
か
も
、
独
占
的
領
域
の
内
部
に
お
け
る
か
か
る
投
資
分
野
の
削
減
乙
そ
は
ま
さ
に
外
地
へ
資
本
を
輸
出
し
ょ
う
と
す
る
熱
情
を
尖
鋭
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
ゑ
ら
、
と
の
よ
う
友
輸
出
は
余
剰
資
本
の
た
め
の
唯
一
の
捌
け
口
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
独
占
的
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
も
必
要
注
条
件
だ
か
ら
で
あ
る
己
（
註
2
｝
も
と
よ
り
か
か
る
過
剰
資
本
が
証
券
投
資
の
形
態
を
と
ク
た
り
、
あ
る
い
は
、
直
接
投
資
の
形
態
を
と
る
に
し
て
も
単
に
産
業
資
本
の
み
な
ら
十
商
業
資
本
ま
た
は
銀
行
資
本
と
し
て
輸
出
さ
れ
る
と
と
も
あ
り
得
る
・
然
し
乍
ら
こ
れ
ま
で
の
記
述
よ
り
明
か
な
如
く
、
直
接
投
資
中
支
配
的
な
地
位
を
占
め
る
の
は
産
業
資
本
の
輸
出
で
あ
p
、
更
に
独
占
の
進
む
に
つ
れ
て
盗
本
輸
出
形
態
は
、
証
券
投
資
か
ら
直
接
投
資
へ
推
移
し
行
く
趨
勢
に
あ
る
と
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
傾
向
は
ア
メ
H
カ
が
債
権
国
と
な
ク
た
第
一
次
大
戦
以
後
に
お
い
て
は
ク
き
り
と
認
め
一
ら
れ
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
更
に
決
定
的
と
注
り
、
証
券
投
資
の
新
規
発
行
額
は
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
五
O
年
ま
で
K
一
億
五
0
0
0万
下
ル
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
の
証
券
投
資
は
、
一
九
二
0
年
代
に
最
高
潮
を
一
示
し
、
新
規
発
行
額
は
直
接
投
資
の
そ
れ
を
主
魁
っ
て
い
た
・
即
ち
、
「
貸
付
に
伴
う
危
険
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
と
と
ろ
で
は
、
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
投
資
の
如
く
、
確
定
利
子
附
証
券
が
著
し
く
歓
迎
せ
ら
れ
、
公
共
機
関
に
対
す
る
融
資
が
づ
ね
け
て
軍
要
注
投
資
型
態
と
な
ク
た
」
〔註
3
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
世
界
恐
慌
の
襲
一
五
五
｛単位10億ドル）
1930 1933 1939 
アメリカの対外投資
(1）直接設資… 3.9 s.o 7.S 7.0 
(2）証券投資ー 2.6 7.2 6.0 3.B 
(3）長期投資合計ー・ 6,5 15.2 13.S 10.8 
外 国の対米投資 l I 
(4）直接設資ー ~_Q土g- 1.4(1929)1.8(1934)2.0 
(5）証券投資 1.6 ・4.3(1929)3.1(1934)4.3
（ω 長期投資合計 2 5 5.7 4.9 6.3 
(3）ー（6) 4.0 9.5 8.9 4.5 
Source: United States Department of Co皿merce，“TheUnited 
States in the World Economy" l＇弛3,p. 123 
一
五
六
来
を
契
機
と
し
て
一
挙
に
転
落
の
途
を
辿
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
の
根
本
的
原
肉
が
、
戦
債
・
賠
償
問
題
と
か
ら
み
あ
い
つ
つ
行
わ
れ
た
対
尚
欧
投
資
を
め
ぐ
る
世
界
経
済
の
構
造
変
動
に
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
友
が
ら
乙
乙
で
は
、
か
か
る
証
券
投
資
の
泊
長
に
与
ク
て
力
あ
ク
た
ブ
J
f
リ
カ
資
本
市
場
の
機
構
的
特
質
に
専
ら
注
目
す
る
こ
主
主
し
た
い
。
特
徴
の
第
一
一
は
、
為
替
手
形
の
割
引
が
重
要
注
意
義
を
も
た
や
、
従
ク
て
そ
れ
が
銀
行
の
予
金
一
準
備
に
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
呆
、
多
数
の
地
方
小
銀
行
は
そ
の
資
金
の
定
部
分
を
大
銀
行
に
預
託
し
た
・
と
の
よ
う
に
し
て
ニ
ュ
1
ヨ
アメり卦の国際投資情侃第一表
－
F
K
集
中
し
た
盗
金
は
、
平
常
こ
れ
に
対
し
て
大
き
友
需
要
を
も
っ
株
式
取
引
所
K
融
資
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
ア
メ
明
カ
の
短
期
利
子
率
は
株
式
市
場
の
景
況
に
大
き
く
左
右
δ
れ
る
と
い
う
特
色
を
も
っ
て
い
た
。
第
二
に
、
長
期
外
国
説
券
の
発
行
は
、
い
わ
ゆ
る
投
資
銀
行
中
戒
を
介
し
て
行
わ
れ
た
。
「
と
れ
ら
の
発
行
所
あ
る
い
は
発
行
所
と
銀
行
と
の
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
は
、
最
初
に
外
国
債
務
者
に
短
期
、
前
貸
し
を
行
い
、
乙
の
貸
付
は
市
場
の
情
勢
の
好
転
を
待
ク
て
、
通
常
長
期
貸
付
に
変
更
さ
れ
た
。
発
行
所
の
利
益
と
怠
る
の
は
、
発
行
証
券
の
買
入
れ
価
格
（
即
ち
最
終
債
務
者
と
の
開
き
か
ら
の
受
取
っ
た
も
の
）
と
そ
の
売
却
価
格
（
即
ち
証
券
の
最
終
の
購
買
者
の
支
払
っ
た
も
の
〉
と
の
開
き
た
の
で
あ
る
。
戦後におけるアメ P角資本輸出の形態的特質
発
行
費
用
を
控
除
せ
ね
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
利
益
は
し
ば
し
ば
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
ο
一
（
註
4
）
当
時
証
券
取
引
に
関
す
る
取
締
法
規
は
、
各
州
毎
の
い
わ
ゆ
る
青
空
法
ωF円司
Fω
当
）
の
み
で
そ
の
実
効
は
極
め
て
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
っ
（
∞
｝
E
O
 
た
．
従
ク
て
巨
額
の
創
業
者
利
得
を
入
手
す
べ
く
、
「
債
券
セ
ー
ル
ス
マ
シ
制
」
が
話
用
さ
れ
、
至
る
と
乙
ろ
に
支
店
を
設
け
、
更
に
は
「
証
券
聯
合
会
社
」
を
創
設
し
て
証
券
の
治
化
に
あ
た
る
等
、
投
資
銀
行
は
そ
の
全
盛
を
誕
散
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
払
能
力
を
無
保
し
て
膨
脹
せ
し
め
ら
れ
た
証
券
投
換
は
、
早
晩
そ
の
欠
陥
を
暴
露
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
－
た
が
、
そ
の
直
緩
の
き
っ
か
け
は
、
株
式
市
場
プ
l
ム
i
短
期
利
子
率
の
暴
騰
↓
海
外
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
資
本
の
引
揚
げ
及
び
巨
額
の
外
国
資
本
の
流
入
に
あ
っ
た
。
や
が
て
株
式
プ
1
ム
の
崩
壊
κ端
を
発
す
る
世
界
恐
慌
が
深
刻
化
し
行
〈
と
き
、
ア
ヌ
ロ
カ
は
外
国
債
務
者
の
支
払
不
履
行
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得
た
い
。
乙
の
ょ
う
か
仏
状
態
を
背
長
に
し
て
登
場
し
た
ル
l
f
ベ
ル
t
の
ニ
ュ
l
・
ヂ
イ
l
ル
は
資
本
市
場
に
も
改
革
の
メ
ス
を
加
え
、
以
て
そ
の
後
の
投
資
活
動
を
規
制
す
る
制
度
的
基
盤
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
。
士
、
下
一
九
一
一
一
一
一
一
年
の
銀
行
法
は
、
商
業
銀
行
の
投
資
投
機
業
務
の
抑
制
に
重
点
を
お
さ
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
聯
邦
預
金
保
険
会
社
（
旬
。
品
ゆ
吋
釦
｝
宮
唱
。
ω
z
－3ωロ
同
副
ロ
no
円
い
。
吋
唱
。
同
向
洋
一
。
ロ
）
に
参
加
し
て
予
金
の
確
保
を
望
む
す
べ
て
の
銀
行
は
、
そ
の
投
資
金
融
活
動
を
停
止
し
、
あ
ら
ゆ
る
「
証
券
聯
合
」
と
の
関
係
を
断
ク
ベ
き
乙
と
を
強
制
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
j
・
p
・
毛
ル
ガ
γ
商
会
を
は
じ
め
と
す
る
代
表
的
投
資
銀
行
家
が
、
そ
の
証
券
業
務
を
廃
棄
し
た
乙
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に
乙
の
法
律
は
、
加
盟
銀
行
の
証
券
担
保
貸
付
の
自
己
資
本
に
対
す
る
比
率
を
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
に
限
定
し
、
聯
邦
準
備
局
及
び
聯
邦
準
備
銀
行
の
加
盟
銀
行
に
対
す
る
監
督
権
を
強
化
し
？℃ 
一
九
三
五
年
の
銀
行
枠
内
は
、
乙
れ
を
一
一
層
徹
底
し
、
恒
久
化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
中
央
集
権
的
銀
行
統
制
機
構
を
完
成
せ
し
め
た
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。
銀
行
の
投
機
的
活
動
抑
制
と
な
ら
ん
で
、
証
券
取
引
に
関
す
る
聯
邦
的
統
制
を
一
不
す
も
の
は
、
九
三
年
の
有
価
証
券
法
、
及
び
一
九
三
四
年
の
証
券
取
引
所
訟
で
あ
ク
た
・
乙
れ
ら
諸
法
規
に
基
い
て
、
違
憲
論
議
を
仏
き
お
乙
し
た
程
一
五
七
一
五
人
の
き
び
し
い
制
約
が
種
k
諜
せ
ら
れ
る
に
至
ク
た
と
き
、
生
命
保
険
会
社
の
如
き
大
投
資
機
関
に
対
し
て
、
証
券
を
直
接
譲
渡
す
る
と
い
う
傾
向
（
宮
山
S
芯
立
R
O
B
3
3
が
生
れ
た
乙
と
も
注
目
に
依
い
し
よ
う
e
以
上
の
よ
う
に
、
一
九
二
0
年
代
に
証
券
投
資
を
飛
躍
的
に
場
大
せ
し
め
つ
つ
、
そ
の
放
に
劇
的
な
破
局
在
来
さ
し
め
た
ア
戸
リ
カ
資
本
市
場
は
大
き
〈
変
貌
せ
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
投
資
形
態
に
影
響
す
る
の
は
当
然
と
い
う
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
圏
内
的
に
は
乙
の
時
期
を
契
機
と
し
て
、
復
興
金
融
会
社
等
を
通
じ
る
国
家
投
資
の
拡
大
が
顕
著
と
な
る
。
然
し
乍
ら
対
外
的
に
は
、
僅
か
に
一
九
一
一
『
四
年
ワ
シ
シ
ト
ン
輸
出
入
銀
行
の
設
立
を
見
た
に
と
ど
ま
り
、
旦
そ
の
話
回
雌
も
当
初
は
微
A
た
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
資
本
輸
出
高
に
お
け
る
証
券
投
資
に
代
る
国
家
投
資
の
増
大
は
、
武
器
貸
与
法
の
成
立
を
待
た
h
M
ば
怒
ら
な
い
の
で
あ
る
・
〔註
1
〕
C
E
Z白
g
a
z
b
o司
君
5
3待
。
『
。
。
E
E
2
2・t
巴
H
S
E
M
U
E
E古
旬
。
z
h間
M
F
4虫
Z
Oロ
Z
o司
p
h
w
C
E
Z品
目
宮
古
唱
〔
kr
明石田
UF目
。
ロ
仲
件
。
p
o
E
2
3
。
『
。
号
詰
己
国
EEEω
巴
閉
山
）
唱
・
A
F
こ
れ
は
、
ア
メ
P
角
商
務
省
が
、
国
務
省
そ
の
他
関
係
機
関
の
援
助
を
得
・
二
五
O
Oに
上
る
個
人
な
レ
し
企
業
に
報
告
を
徴
し
て
集
計
し
た
セ
ン
十
ス
の
記
録
で
為
る
。
〔註
2）
M
－
F
Y
プ
著
、
岡
稔
訳
「
政
治
経
街
学
と
資
本
主
義
」
一
九
五
二
年
、
二
四
四
l
五一良
（註
3
）
王
立
嗣
際
問
題
調
査
会
著
、
松
本
慎
一
訳
、
「
国
際
投
資
の
諸
問
題
」
一
九
四
三
年
、
二
八
三
頁
〔註
4
）
伺
右
、
一
一
五
O
l
一
頁一
一
一
、
直
接
投
資
の
自
己
金
融
化
傾
向
次
に
市
直
接
投
資
の
動
向
を
概
観
し
て
見
ょ
う
。
す
で
に
第
一
次
大
戦
前
に
始
る
ア
メ
q
カ
の
直
接
投
資
は
、
最
初
ヲ
デ
ン
・
プ
メ
q
カ
諸
国
の
鉱
業
、
石
油
産
業
等
の
い
わ
ゆ
る
採
取
産
業
、
一
お
よ
び
鉄
道
等
公
議
事
業
ι集
中
し
て
い
た
。
然
る
に
一
九
二
0
年
代
に
入
る
や
、
カ
ナ
グ
、
西
欧
を
中
心
左
す
る
製
造
工
業
が
箸
し
く
増
加
し
、
着
実
な
増
大
を
一
不
す
対
ラ
テ
ン
・
ア
ヌ
q
カ
投
資
と
相
侠
つ
て
、
註
券
投
資
に
は
及
ぼ
友
い
ま
で
も
、
飛
際
的
役
発
展
を
見
せ
た
。
や
が
て
襲
来
し
た
世
界
恐
慌
段
、
そ
の
勢
い
を
挫
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
蒙
っ
た
打
撃
は
証
券
投
資
程
激
し
〈
は
炊
く
、
第
二
次
大
戦
中
、
左
〈
に
戦
後
に
－
お
い
て
再
び
拡
張
期
を
迎
え
、
今
や
来
曾
験後における7メ百台資本輸出の形態的特質
｛単位10億ドル）
｜附 11914 I附 I1切9I 1拘＼ 195。
カ ナ ダ 0.6 0.8 2.0 2.4 3.6 
地 ラ手 0/ • 0.3 1.3 2.0 3.5 2.8 4.7 
按
7メリカ
ヨ｛ロヅ
0.6 0.7 1.4 2.0 1,7 
J:IU 
,. 
lその他 (1) 0.2 0.4 0.6 0,7 1.8 
0.1 0.5 0.8 1.日 2.3 ! 3.8 
0.1 0,7 0.9 J.2 l. l 
石油産業 0.I 0.3 0.6 ! I. I 3.4 
業
農業 (I) 0.4 0.6 0.9 0.5 0.6 
耳目 重会要道主反主事業ぴ 0.2 0.4 0.4 l.前 lA 1.4 
その他 0.1 0.4 0.6 i 0.9 l.4 l.5 
'c』l ll.8 
1897～1950 アメリカの度接投資第二表
Source; United State> Departmeut of Comm町 民， “Direct Private 
Investments of the United S同国”（ASupplen-.ent to the S町veyof 
Current Ru臼nes.• 1953) p. 4 
(1)は5000万 r1i以下
（単位100万ドル）
i害地寄 lカナダ 1；およ！西欧！西欧属倒その他
全産業合計 3,579 4,735 1,720 4.15 1,318 
製造 工業 3, 1,897 78U 933 9 214 
鉱 雪量 l, 334 628 21 88 日7
l石油産業 3,390 418 1,408 424 296 844 
農業 589 21 5'l0 l 9 39 
運輸・通信等 284 1,042 27 18 54 
貿易業 239 243 186 13 Bl 
金融・保険 313 71 37 (I) 3 
脱 漏 237 72 45 92 I 27 
1950年における直接投資第三表
一
五
九
oource: United States Department of Commerce, ibid. p, 2 
(1）は50万ドル以下
。
有
の
金
額
忙
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
n
と
の
上
う
友
発
展
過
程
を
通
じ
て
、
地
域
的
に
は
、
カ
ナ
ダ
及
び
ラ
テ
γ
・
ア
戸
リ
カ
諸
国
が
常
に
過
半
を
占
め
て
い
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
叉
、
点
開
業
別
に
見
れ
ば
、
石
油
品
開
業
と
製
造
工
業
と
が
断
然
他
を
圧
し
、
と
れ
に
反
し
て
、
鉄
道
等
公
益
事
業
な
ら
び
に
農
業
が
停
滞
も
し
く
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
地
域
別
、
廃
業
別
構
成
を
組
合
わ
す
と
き
、
わ
れ
ノ
ー
は
、
7
メ
ワ
カ
の
直
接
投
資
に
つ
い
て
、
二
つ
の
類
裂
を
抽
出
す
る
と
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
ラ
テ
ン
・
7
3
p
リ
カ
諸
国
を
は
じ
め
、
間
欧
諸
国
の
属
領
〈
主
と
し
て
英
国
の
嵐
領
）
及
び
そ
の
他
諸
国
（
主
と
し
て
ア
ジ
ア
、
7
ラ
プ
の
後
進
諸
問
）
に
沿
い
て
、
常
陀
圧
倒
的
友
比
重
を
一
不
す
の
は
石
油
産
業
で
あ
り
、
次
い
で
鉱
業
等
、
ド
ル
地
域
向
け
原
料
産
業
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
と
れ
骨
対
後
進
岡
部
」
Lι
呼
ぶ
と
曹
と
に
し
土
う
。
第
二
κ、
西
欧
諸
国
で
典
型
的
に
見
ら
れ
る
製
造
工
業
投
資
は
、
当
該
国
市
場
で
販
売
さ
れ
る
商
品
の
生
産
を
目
的
・
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
石
油
投
資
の
ご
と
き
も
商
欧
に
あ
ク
て
は
、
精
製
、
貯
蔵
、
輸
送
等
の
為
の
施
設
で
あ
旬
、
む
し
ろ
製
造
ヱ
業
の
範
辱
κ近
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
e
と
れ
を
対
先
進
同
型
左
名
づ
け
よ
う
。
カ
ナ
ダ
の
ぼ
あ
い
、
後
者
の
比
重
が
大
き
い
が
、
エ
y
ケ
ル
、
銅
を
は
じ
め
、
最
近
開
発
さ
れ
た
石
油
、
鉄
鉱
石
等
畏
宮
注
目
然
終
源
の
採
取
が
、
戦
後
の
対
加
投
資
増
大
の
原
動
力
を
友
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
混
合
型
と
い
い
得
る
。
叉
ラ
デ
ブ
・
7
3
p
q
カ
諸
国
で
も
、
そ
の
製
造
工
業
K
対
す
る
投
資
は
、
絶
対
的
場
加
額
で
は
カ
ナ
グ
に
、
投
下
総
額
で
は
商
欧
に
劣
る
も
の
の
、
そ
の
増
加
率
に
沿
い
で
最
も
著
し
く
、
従
っ
て
混
合
型
κ近
づ
き
ク
つ
一
あ
る
も
の
去
見
ら
れ
土
ろ
の
問
題
は
、
直
接
投
資
に
要
す
る
資
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
調
達
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
の
際
右
の
二
つ
の
類
型
一
は
い
か
汝
る
相
違
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
か
’
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
κ、
直
援
投
資
が
株
式
会
社
形
態
の
普
及
に
上
っ
て
促
進
さ
れ
る
、
と
い
う
ば
あ
い
、
株
式
会
社
に
よ
る
資
金
の
調
達
は
、
本
岡
市
場
に
お
け
る
株
式
の
公
募
を
本
来
・
と
す
る
筈
で
あ
る
。
然
る
K
、
ア
メ
明
カ
商
務
省
刊
行
の
「
世
界
経
済
κお
け
る
プ
戸
ワ
カ
合
衆
国
」
（叶｝
M
o
d
z
z
g巳
2
Fロ
任
命
巧
O
H
一
品
開
g
g
B
u
r
H
E
ω
）
除
、
両
犬
戦後におけるアメ P育資本輸出の形態的特質
戦
間
に
ゐ
け
る
ア
メ
リ
カ
の
直
接
投
資
に
つ
い
て
、
「
通
常
、
資
本
市
場
に
依
存
す
る
と
と
友
〈
、
親
会
社
に
よ
ク
て
金
融
さ
れ
る
」
（註
5
〕
方
式
を
よ
り
重
要
な
特
徴
曹
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
公
募
に
土
づ
て
調
達
さ
れ
な
い
直
接
投
資
の
犬
半
は
、
九
二
二
年
か
ら
二
九
年
の
間
年
平
均
ご
五
億
下
ル
を
上
廻
る
未
配
当
牧
益
を
保
有
し
て
い
る
と
と
ろ
の
ア
戸
リ
カ
企
業
の
豊
富
な
資
金
に
上
っ
て
賄
れ
た
の
で
あ
る
o」
（
詮
日
）
と
。
以
下
同
じ
く
ア
メ
リ
カ
商
務
省
に
主
ク
て
行
わ
れ
た
セ
ン
サ
ス
に
よ
り
つ
づ
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
直
接
投
資
の
自
己
金
融
化
傾
向
を
詳
細
吃
検
討
す
る
乙
と
と
し
上
う
。
を
や
、
直
接
投
資
の
所
有
状
況
を
見
る
に
、
個
人
所
有
は
殆
ん
ど
な
く
、
企
業
そ
れ
も
大
企
業
が
支
配
的
で
あ
る
。
前
記
セ
シ
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
O
年
末
に
お
い
て
、
報
告
を
徴
し
た
二
五
O
Oの
企
業
も
し
く
は
個
人
の
ろ
ち
、
十
社
が
総
額
の
四
O
パ
1
セ
γ
ト
を
所
有
し
、
更
に
、
製
造
工
場
十
社
、
石
油
産
業
五
社
、
公
益
事
業
三
社
、
鉱
業
・
農
業
・
貿
易
各
二
社
、
及
び
保
険
一
社
一
よ
り
な
る
ご
五
の
犬
企
業
だ
け
で
五
O
パ
1
セ
ン
・
？
を
占
め
て
い
る
。
と
れ
に
呼
応
し
て
単
位
当
り
投
下
額
一
、
0
0
0
万
F
ル
以
K
の
も
の
が
数
に
沿
い
て
は
三
バ
1
セ
ン
F
、
し
か
し
総
額
で
は
六
O
パ
1
セ
Y
ト
を
主
題
っ
て
い
る
と
と
も
注
目
に
依
い
し
工
ろ
。
か
く
て
わ
れ
／
＼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
直
接
投
資
が
、
ピ
ヴ
グ
・
ピ
犬
、
一
ス
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
と
断
定
し
て
や
へ
過
あ
る
ま
い
。
と
と
ろ
で
、
ア
ヌ
叶
ソ
カ
企
業
に
告
げ
る
凶
保
利
益
は
戦
前
に
比
べ
て
一
一
層
噌
大
し
て
い
る
。
C
・
I
－
ア
ン
グ
1
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
八
年
に
お
い
て
そ
れ
は
一
一
一
一
一
億
F
ル
に
k
り
、
戦
前
の
ピ
ー
ク
た
る
一
九
二
九
年
の
約
三
O
億
ド
ル
を
は
る
か
に
K
廻
っ
て
い
る
。
と
の
と
井
一
は
、
利
潤
の
増
加
だ
け
で
は
な
く
内
部
蓄
積
傾
向
が
大
き
く
友
っ
て
い
る
乙
と
に
も
よ
る
の
で
あ
ク
て
、
税
引
後
の
純
牧
益
中
国
同
保
率
は
、
一
九
二
九
年
の
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
三
九
｜
四
一
年
の
三
八
バ
1
セ
ン
ト
K
対
し
て
、
一
九
四
六
l
四
八
年
は
約
六
O
パ
1
セ
γ
？
に
k
っ
て
い
る
と
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
”
（註
7
）
か
か
る
豊
富
な
内
部
資
金
乙
そ
、
国
内
、
菌
外
へ
の
投
資
の
自
己
金
融
の
源
泉
を
注
す
も
の
で
あ
っ
た
。
ー
ム／、
六
本
国
企
業
に
よ
る
自
己
金
融
化
傾
向
を
端
的
忙
一
不
す
も
の
は
、
対
後
進
同
型
の
ぼ
あ
い
で
あ
る
・
そ
の
典
型
・
と
し
て
、
戦
後
に
お
け
る
直
接
投
資
増
大
の
イ
ニ
、
ン
ヤ
テ
イ
ヴ
を
と
る
石
油
投
資
を
検
討
す
る
と
と
と
し
よ
ろ
。
す
で
に
「
同
際
投
資
の
諸
問
題
」
の
中
に
は
、
次
の
土
う
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。
「
石
油
企
業
聯
合
は
、
対
内
的
、
対
外
的
核
張
に
要
す
る
資
金
の
い
づ
れ
を
も
巨
大
放
積
立
金
か
ら
稔
出
す
る
と
と
が
で
き
た
の
で
、
新
規
発
行
は
全
〈
行
わ
な
か
っ
た
。
」
（註
8
）
と
・
と
乙
ろ
で
、
第
四
表
土
り
明
か
な
よ
う
に
、
石
油
産
業
は
、
全
産
業
合
計
、
な
か
ん
づ
く
製
造
工
業
と
比
較
す
れ
ば
、
同0
3－間口
FHB一
円
『
の
比
重
が
極
め
て
犬
き
い
．
特
に
ラ
テ
ン
－
ア
メ
リ
カ
諸
国
及
び
「
そ
の
他
諸
問
」
（
主
と
し
て
ペ
ル
シ
ャ
湾
沿
岸
諸
国
）
で
は
総
額
、
純
枚
持
地
と
も
に
、
叉
、
商
欧
属
領
諸
国
に
あ
っ
て
は
純
牧
誌
に
お
い
て
、
向
。
足
首
ロ
円
。
弓
。
同
国
同
日
。
ロ
を
圧
到
し
て
い
る
と
と
κ注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
同
じ
く
採
取
産
業
た
る
鉱
業
に
つ
い
て
も
、
同
H
E
同
様
の
傾
向
が
指
摘
し
得
る
。
と
の
と
と
は
、
後
進
諸
司
に
お
い
て
臣
犬
伝
近
代
産
業
を
操
業
せ
し
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
諸
法
規
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
乙
と
、
土
り
根
本
的
に
は
、
資
本
蓄
積
度
が
低
く
、
そ
れ
故
に
か
L
る
犬
規
模
産
業
左
は
無
縁
た
ら
ざ
る
を
得
友
い
と
と
に
も
よ
る
が
、
プ
3
f
リ
カ
政
府
の
手
厚
い
保
護
が
か
L
る
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
と
と
を
看
過
す
ぺ
き
で
は
た
い
。
そ
し
て
ア
メ
q
カ
商
務
省
は
、
石
油
産
業
に
対
す
る
税
法
上
の
健
遇
措
置
に
そ
の
主
た
る
原
因
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
日
く
、
「
借
入
に
よ
る
よ
り
も
自
己
資
金
を
用
い
て
拡
張
せ
ん
と
欲
し
旦
そ
う
し
得
る
の
は
（
中
略
）
・
：
：
石
油
会
社
に
対
し
て
許
容
さ
れ
た
減
税
措
置
に
よ
る
。
そ
れ
は
所
得
税
の
奈
定
に
際
し
、
総
所
得
の
二
七
・
五
パ
1
セ
ン
T
、
も
し
く
は
純
所
得
の
五
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
い
や
れ
か
少
い
額
を
、
品
問
弁
及
び
ガ
ス
発
生
弁
の
減
価
償
却
費
と
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
o
」
（註
9
か
L
る
特
別
償
却
の
結
果
、
「
親
会
社
に
支
払
わ
れ
る
醍
当
の
ろ
ち
一
五
パ
1
セ
シ
－
rし
だ
け
が
課
税
所
得
と
な
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
ば
あ
い
に
上
つ
て
は
、
問。円。仲間口
n
O
吋官。コ淳一。ロ
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
よ
り
も
支
払
総
額
に
沿
い
て
低
く
友
る
と
と
が
あ
る
。
更
に
、
西
半
球
諸
国
に
稼
得
源
を
も
っ
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
そ
の
課
税
所
得
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額
を
税
金
負
担
額
よ
り
さ
し
ひ
く
と
い
阻
ま
宰
滋
前
間
Q
E奪
M
R
御菅
ロ
ス
ト
ゆ
会
呉
川
占
巡
婚
第四表 1950年におけるアメリカの直接投資総額及び純牧益（地主主別、産業別、企業形態別分布（単位100万ドル）
昇平副長ιιL出品i~~；！~I
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一
六
回
ろ
特
別
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
る
。
と
の
と
と
は
し
ば
し
ば
、
ア
ヌ
リ
カ
の
法
律
の
下
に
海
外
事
業
会
社
を
組
織
す
る
と
と
を
有
利
な
ら
し
め
て
い
る
。
」
（
註
叩
と
・
わ
れ
わ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
石
油
独
占
が
、
国
家
の
保
護
を
背
最
と
し
な
が
ら
、
そ
の
豊
富
な
内
部
資
金
を
用
い
て
、
何
者
に
も
拘
束
さ
れ
る
と
と
友
く
後
進
国
の
原
料
資
源
を
独
占
し
、
直
接
支
配
し
つ
L
あ
る
と
と
を
確
認
し
て
お
と
う
。
河
－
w
・
ジ
シ
ガ
ー
も
い
う
・
「
投
資
目
的
た
ら
び
に
効
果
が
工
業
国
民
の
為
の
食
料
台
工
ぴ
機
械
の
為
の
原
料
の
新
資
源
を
開
発
す
る
に
あ
る
川
併
合
に
は
、
た
と
え
地
理
的
、
気
候
的
観
点
か
ら
は
海
外
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
経
済
的
意
義
に
蘭
す
る
か
ぎ
り
厳
密
に
は
国
内
投
資
と
い
う
べ
き
で
あ
る
o
」
（詰
H
）
そ
れ
が
主
と
し
て
工
業
債
権
国
の
た
め
に
貢
献
し
、
債
務
国
の
経
済
発
展
を
促
進
せ
や
、
時
に
は
妨
害
さ
え
す
る
と
と
に
よ
っ
て
諸
国
の
不
均
等
な
発
展
を
激
化
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
ペ
き
で
あ
ろ
う
。
左
こ
ろ
で
、
石
油
を
典
型
と
す
る
対
後
進
国
投
資
に
－
お
い
て
も
、
問
。
店
街
ロ
円
。
弓
o
g
Fロ
が
少
か
ら
や
存
柱
す
る
と
と
は
第
四
表
の
示
す
通
b
で
あ
る
。
外
国
の
法
律
の
下
に
組
織
さ
れ
る
と
の
子
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
法
の
下
に
設
立
さ
れ
た
ば
あ
い
に
比
し
て
諸
点
の
制
約
を
蒙
め
や
す
い
と
と
は
い
ろ
ま
で
も
な
い
が
、
特
に
、
「
外
国
人
参
加
の
程
度
は
、
戦
前
に
組
織
さ
れ
た
P
B百
ロ
ロ
ミ
唱
。
36
5
ロ
に
比
べ
て
戦
後
の
そ
れ
の
方
が
犬
き
い
o
」
｛
註
m
M
）
と
い
わ
れ
て
い
る
と
と
は
、
一
般
的
に
は
諸
外
国
に
告
げ
る
民
族
主
義
的
風
潮
の
高
揚
を
一
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
五
表
の
一
示
す
よ
ろ
に
、
外
再
発
本
参
加
の
比
重
は
、
「
他
の
地
域
よ
旬
も
中
止
へ
ア
ジ
ア
及
び
極
東
に
沿
い
て
特
に
犬
で
あ
る
。
そ
し
て
と
れ
等
地
域
の
ア
ヌ
リ
カ
企
業
に
参
加
L
て
い
る
の
は
、
大
休
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
投
枕
円
家
た
の
で
あ
る
。
」
（
註
日
）
と
の
と
と
は
、
新
た
K
設
立
さ
れ
た
ア
ヌ
リ
カ
企
業
忙
西
欧
資
本
が
参
加
し
た
と
い
う
上
旬
は
、
旧
来
の
問
欧
諸
問
の
植
民
地
投
資
を
ア
メ
リ
カ
粍
本
が
肩
代
り
し
つ
L
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
、
4
0
、νふ
N
と
の
点
対
関
欧
投
資
の
特
質
を
究
明
す
る
と
と
に
よ
旬
、
更
に
検
討
す
る
と
と
と
し
よ
う
。
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
における外国資本参加の比
（単位100万ドル）
F ore1go corp田 ation
童， 1950
第五表
24 
10 
36 
22 10,823 計
メ.，＿
口
5削 rce; l'.nited States Department of Commerce, ibid. p .23 
第
四
表
か
ら
明
か
友
上
ろ
に
、
製
造
ヱ
業
を
中
心
と
す
る
商
欧
及
び
カ
ナ
グ
へ
の
投
降
片
は
、
同
。
店
街
口
口
O
『唱。
g色
。
ロ
が
支
耐
目
的
で
あ
る
。
そ
の
業
穫
は
、
は
じ
33 
22 
4,169 
2,930 
2,050 
507 
1. 167 
め
一
電
気
、
食
品
加
工
、
及
び
農
機
兵
そ
の
他
の
機
械
工
業
に
集
中
し
、
最
近
に
お
い
て
は
、
紙
、
バ
ル
ブ
、
自
動
車
、
化
学
薬
品
、
金
属
、
ゴ
’
ム
工
業
等
の
増
加
が
著
し
い
。
と
れ
等
は
何
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
が
高
い
生
産
カ
を
誇
わ
ノ
、
そ
れ
だ
け
に
来
た
独
占
が
最
も
進
ん
だ
八
す
野
で
あ
る
。
叉
そ
の
製
品
は
、
高
い
所
得
水
準
を
も
ク
先
進
国
市
場
で
の
販
者
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
犬
英
帝
国
特
恵
制
を
は
じ
め
と
す
る
貿
易
、
為
替
上
の
誇
障
害
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
と
ろ
で
と
と
に
注
意
す
べ
き
は
、
す
で
に
工
業
が
十
外
一
発
達
し
、
互
犬
規
模
産
業
の
操
業
た
可
能
友
ら
し
め
る
忙
足
る
間
内
市
場
を
も
っ
党
進
国
K
対
す
る
ば
あ
u、、
「
ア
メ
リ
カ
企
業
は
、
自
ら
一
の
子
会
社
を
新
規
に
樹
立
す
る
よ
り
は
、
む
し
l総
ダ｜
カ l
欧｜
その他~： 1
y 
リ
属
ろ
現
存
す
る
当
訪
問
会
社
の
所
有
権
を
獲
得
す
る
と
と
が
多
い
。
」
（註
M
）
n
u
v
 
H
h
 
ナ
一
寸
メ
欧
ち
そ
れ
は
さ
も
た
く
ば
自
ら
正
競
争
関
係
に
立
つ
筈
の
外
国
内
既
設
会
社
の
貿
牧
で
あ
旬
、
国
際
的
独
占
網
の
形
成
を
意
味
す
る
も
の
古
一
フ
ア
西
西
で
あ
っ
た
。
と
の
と
と
は
、
す
で
忙
第
一
次
中
へ
戦
後
の
事
情
に
即
し
て
「
国
際
投
資
の
諸
問
題
」
が
指
摘
し
て
い
る
と
と
ろ
で
あ
り
、
（註
t
M）
今
次
占
へ
戦
に
工
っ
て
一
一
層
弱
体
化
し
た
西
欧
諸
国
が
、
と
の
よ
ち
た
形
態
に
お
け
る
ア
タ
リ
カ
資
本
の
進
出
を
許
し
た
と
と
は
容
易
に
想
像
し
得
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
7
3
p
q
カ
の
対
先
進
国
直
接
投
資
に
お
い
て
、
F
E間
口
円
。
弓
2
g
sロ
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
旦
外
国
資
本
参
加
の
比
重
が
戦
後
忙
潜
加
し
、
特
に
曾
つ
て
の
西
欧
諸
国
の
植
民
地
に
沿
い
て
然
め
と
い
う
事
実
は
、
ヨ
1
ロ
ヴ
パ
資
一
六
五
一
六
六
本
の
後
退
、
そ
し
て
、
ア
戸
リ
カ
資
本
の
全
面
的
進
出
を
物
語
る
も
の
に
他
た
ら
友
い
。
対
先
進
国
型
直
接
投
資
に
つ
い
て
、
更
に
注
目
す
べ
き
は
、
｛単位100万ドノi)
｜ ｜持｜吋｜川西吋問i糾
全産業合計 <l74.B 146.o 109.l isi.31 - :i.o 11.4 
農業 23.6 0.9 14.2・ 0.5 7.9 
鉱 業 32.6 17 .7 4.1 2.0 2.4 6.5 
石油産業 74.2 19. 7 14.0 叫－ 6 5 14.9 
製造工業 266.31 回 2 49・4 100.7 - 0.2 31.2 
公益事業 16.2 2.9 8,6 0.3 ’－ -－ー 4.3 
貿 易 業 43.7 12.4 12.0 13.3 1.0 4.9 
10.3 2.6 5.6 1.9 0.1 
脱漏 7.9 4.5 1.1 0.8 - 0.1 1.6 
Source; United States Department of Commerce, ibid. Appendix 
Table 21 
向
。
円
O
M間
口
そ
れ
自
体
に
よ
る
自
己
金
融
化
傾
向
で
あ
1950年における未配当利潤第六表
no門
司
O
吋
曲
巴
。
ロ
る
。
第
六
表
の
示
す
如
く
、
そ
の
未
配
当
利
潤
は
四
億
七
五
0
0
万
ド
ル
に
上
旬
、
純
牧
益
一
一
億
四
二
O
O
万
下
ル
の
う
ち
四
二
ハ
1
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
・
特
に
西
欧
諸
国
の
そ
れ
は
六
二
パ
ー
セ
Y
F
を
一
不
し
、
そ
の
製
造
工
業
に
お
け
る
一
億
下
ル
の
未
配
当
利
潤
は
、
金
額
が
設
備
の
拡
張
K
あ
て
ら
れ
ゑ
い
と
し
て
も
、
倫
一
九
五
O
年
に
お
け
る
対
丙
欧
製
造
ヱ
業
向
け
資
本
の
純
流
山
山
額
が
三
二
O
O
万
ド
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
に
比
ベ
れ
ば
、
は
る
か
に
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
友
ら
な
い
。
叉
、
一
九
四
三
年
か
ら一五
O
年
迄
の
問
、
間
欧
諸
国
内
の
ア
メ
リ
カ
子
会
社
に
お
い
て
親
会
社
か
ら
の
新
規
投
資
二
億
ド
ル
に
対
し
、
利
潤
の
再
投
資
は
五
億
ド
ル
に
上
っ
て
い
る
。
対
西
欧
投
資
が
、
子
会
社
の
自
己
金
融
に
大
き
〈
依
存
し
て
い
る
と
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
戦
後
の
西
欧
諸
国
に
沿
い
て
一
般
化
し
た
為
替
管
理
が
、
利
潤
の
送
金
を
制
看
過
す
べ
き
で
は
も
ι
ぃ
。
然
し
な
が
ら
経
常
牧
益
の
送
金
を
妨
害
し
友
い
英
国
に
お
い
で
す
ら
、
出
向
未
配
当
利
潤
が
約
五
0
・ハ
l
セ
ン
限
し
、
そ
の
再
投
資
の
や
む
た
き
に
至
ら
し
め
た
と
い
う
事
情
も
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
ト
に
上
り
、
そ
の
再
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
よ
り
す
れ
ば
、
T
ラ
ン
ス
7
7
1
の
制
限
と
い
う
事
実
の
み
で
は
説
明
し
得
な
い
。
カ
ナ
ダ
の
ぼ
あ
い
に
も
、
一
九
四
三
年
以
後
の
七
年
間
に
お
け
る
直
接
投
資
増
加
額
一
二
億
F
ル
巾
、
既
存
企
業
の
自
己
金
融
は
約
七
億
五
O
O
Q
万
ド
ル
を
占
め
て
い
る
。
か
く
て
、
先
進
国
に
ゐ
け
石
町
。
3
．崎
F
M
g
G
2
ω
Z
Gロ
の
自
己
金
融
は
、
独
占
の
強
化
と
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
に
乙
れ
と
の
関
聯
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
直
接
投
資
総
額
中
に
占
め
る
対
同
欧
投
資
の
比
重
の
低
下
な
ら
び
に
英
本
国
へ
の
集
中
に
注
意
し
よ
う
。
即
ち
、
一
九
四
三
年
と
五
O
年
と
を
比
較
す
る
と
き
、
戦
争
の
被
害
等
に
上
り
、
共
産
圏
を
除
〈
対
欧
投
資
総
額
は
殆
ん
ど
変
化
せ
や
、
全
体
の
中
に
占
め
る
比
重
は
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一
五
バ
1
セ
ン
f
以
下
に
落
ち
て
い
る
。
叉
英
本
国
へ
の
投
資
は
、
対
西
欧
投
資
の
三
分
の
一
か
ら
約
二
分
の
一
と
と
昇
し
、
そ
の
う
ち
製
造
工
業
投
資
が
六
四
パ
l
セ
y
ト
に
上
ク
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
対
西
欧
投
資
は
そ
の
金
額
に
お
い
て
も
、
鉱
張
資
金
の
調
達
方
式
よ
り
す
る
も
、
対
後
進
国
投
資
に
比
し
て
、
停
滞
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
ζ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
山
門
家
投
資
H
い
わ
ゆ
る
対
外
援
助
は
大
き
く
西
欧
諸
国
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
以
下
わ
れ
わ
れ
は
、
両
者
の
関
聯
を
問
う
に
先
立
っ
て
、
そ
の
融
合
点
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
と
ろ
の
技
術
供
与
に
ク
い
て
一
瞥
す
る
乙
と
に
し
よ
う
。
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資
の
諸
問
題
」
ご
八
五
l
六
頁
（註
9
）
C
E
Z
h
印
E
H
S
U
J
E司
言
語
己
主
C
。自
B
O
E
O－
z
U』
2
2
M
M
2
4
E
o
旬
。
耳
石
u
H
n話
再
自
g
z
。
「
仔
。
CM品
Z仏
閣
官
時
2
・J
目
M
M
M
｛
註
叩
〕
同
E
p
m
V
H叶
〔註
U
）
同
・
4
『
・
印
刷
局
R
E
H
Z
U』見
Z
E
E－叫
P
E
r
m
z
z
a
H
2
2
E口
問
自
品
切
2
2
5口
問
P
E
E
S－－
3
2
z
n
E
P
S
o
u
r
Z
2
2・
ノ、
七
一
六
八
官
8
0白
書
同
日
唱
2
8
0門戸
E開
♂
〈
。
f
u内
F
－
z。・M
－
Z
昌
］
F
A
H
A
山
口
）
日
ν
・AF4
日
（
註
ロ
）
－
）
巴
E
E
m
z
g
u作
用
語
耳
目
S
ご
M
『
の
o
E
E
2
2・
5
E・
唱
－
N
U
（一在日）｝
（
註
M）
MrE．官・
5
（
註
日
）
「
米
国
の
直
接
技
資
の
頗
る
大
な
る
部
分
は
、
外
国
内
既
設
会
社
の
買
牧
に
よ
る
の
で
あ
る
。
話
会
社
は
通
例
従
属
企
業
設
立
に
要
す
る
資
本
を
海
外
証
券
発
行
に
よ
り
直
接
に
一
般
大
衆
に
訴
え
て
得
よ
う
と
は
試
み
な
か
っ
た
。
そ
の
代
り
に
彼
等
は
繁
昌
し
て
い
る
企
業
を
貝
牧
し
た
り
、
叉
は
株
式
の
過
半
数
を
獲
得
す
る
た
め
特
許
権
を
貸
付
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
外
同
企
業
の
か
よ
う
な
頁
枚
以
、
通
常
ア
メ
リ
カ
の
親
会
社
の
社
債
の
追
加
発
行
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
」
〔
「
凶
際
投
資
の
諸
問
題
」
］
二
八
五
頁
四
、
直
接
投
資
の
変
質
H
技
術
供
輿
戦
後
の
資
本
輸
出
は
、
十
九
世
紀
に
英
国
が
享
受
し
た
上
う
友
恵
ま
れ
た
投
資
環
境
に
は
な
い
。
出
砂
浜
と
し
て
湧
き
起
っ
た
民
鉄
主
義
的
風
潮
は
、
特
定
産
業
に
対
す
る
外
国
の
投
資
を
禁
止
し
、
そ
の
他
の
産
業
部
門
に
つ
い
て
も
、
株
式
所
有
の
制
限
、
利
潤
送
金
額
の
規
制
、
自
国
浜
本
の
参
加
要
求
、
そ
の
他
租
税
政
策
等
に
よ
り
大
な
り
小
怒
り
拘
束
を
加
え
て
い
る
。
叉
槌
民
地
領
有
国
は
、
外
国
資
本
よ
め
も
本
国
私
一
本
を
優
先
す
る
。
加
う
る
に
広
汎
友
為
替
管
理
は
、
元
本
の
返
済
、
利
潤
の
配
当
、
手
数
料
の
送
金
等
に
も
及
ぴ
以
て
米
両
の
投
資
を
著
し
く
制
限
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
ι
ふ
る
情
勢
K
即
応
し
且
自
ら
も
危
険
を
分
散
せ
ん
止
し
て
、
既
述
の
如
く
外
向
資
本
の
参
加
を
認
め
’
遂
に
は
少
数
の
持
株
自
山
口
O
円
淳
司
－
2
2
0
2
に
甘
ん
や
る
傾
向
を
生
じ
る
。
と
の
よ
う
に
支
配
権
を
も
た
友
い
株
式
所
有
は
、
戦
後
の
五
年
間
に
直
接
投
資
総
額
の
二
五
パ
1
セ
シ
f
に
上
ク
て
い
る
が
、
ヂ
ル
ジ
プ
ル
グ
（
出
．
』
．
uoコγ
官
民
同
開
）
は
こ
れ
を
直
接
投
資
の
変
質
と
し
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
夏
κ彼
は
か
L
る
変
化
を
一
不
す
も
の
と
し
て
企
業
の
支
配
を
伴
わ
戦後におけるアメリ卦資本輸出の形態的特質
ざ
る
技
術
供
与
の
増
大
を
力
説
す
る
。
そ
し
て
次
の
如
く
多
く
の
実
例
を
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
（
設
同
）
向
ア
メ
リ
カ
私
企
業
が
外
国
の
私
企
業
に
対
し
て
各
種
の
意
匠
、
特
許
権
、
生
産
工
程
そ
の
他
の
技
術
的
知
識
を
供
与
す
る
－
5
2
m
百
四
ω四
円
。
日
目
。
口
同
契
約
期
間
は
通
常
五
年
た
い
し
十
年
。
化
学
、
製
薬
、
常
気
器
具
そ
の
他
各
種
機
械
工
業
部
門
に
多
く
見
ら
れ
、
特
詐
料
と
し
て
総
売
上
高
の
一
定
割
合
を
受
け
と
る
。
ヂ
ル
ン
プ
ル
グ
は
、
か
L
る
協
定
が
広
汎
に
行
わ
れ
て
い
る
一
例
と
し
て
、
臼
本
の
私
企
業
が
、
一
九
五
O
年
八
月
か
ら
一
一
九
五
二
年
二
一
月
迄
の
問
に
二
二
O
件
に
主
る
協
定
を
結
び
、
そ
の
中
約
一
六
O
件
が
ア
メ
リ
カ
企
業
と
の
協
定
で
あ
る
と
述
ベ
て
い
る
・
判
ア
メ
リ
カ
の
建
設
会
社
と
外
国
の
私
企
業
叉
以
外
国
政
府
と
の
間
に
締
結
さ
れ
る
多
種
多
様
な
契
約
n
乙
れ
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
も
の
は
、
個
別
的
念
公
共
事
業
計
画
か
ら
、
企
図
民
的
規
模
の
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
青
写
真
や
、
綜
合
的
な
経
済
開
発
計
画
の
立
案
等
、
そ
の
程
度
に
応
じ
て
、
範
囲
と
も
に
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
所
要
一
経
費
の
他
に
一
時
に
手
数
料
を
受
け
取
そ
の
質
、
る
明
ア
戸
リ
カ
企
業
が
外
国
の
固
有
化
さ
れ
た
鉱
物
資
源
の
開
発
に
参
加
す
る
協
定
。
ヂ
ル
ン
プ
ル
グ
は
こ
れ
を
将
来
有
望
た
り
と
し
、
戸
キ
シ
コ
の
石
油
に
ク
い
て
例
証
し
て
い
る
。
即
ち
、
メ
キ
シ
コ
の
石
油
資
源
全
部
を
支
配
し
て
い
る
公
社
仲
町
一
同
句
作
同
同
】
m
H
（
同
》
め
可
。
］
。
。
m
い
M
H
O
岡
山
口
出
口
mv）
と
の
協
定
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
石
油
会
社
は
、
特
定
地
域
に
伝
け
る
試
掘
を
認
め
ら
れ
、
石
油
が
発
見
さ
れ
た
暁
に
は
、
ま
や
売
K
高
の
な
か
か
ら
経
費
を
支
払
わ
れ
、
残
額
を
特
定
比
率
に
従
ク
て
両
者
に
配
分
す
る
の
で
あ
る
。
崎
一
更
に
有
望
と
さ
れ
る
の
は
、
で
あ
る
。
と
の
中
に
は
向
と
組
ム
目
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
純
ロ
H
h
w
口
白
向
。
悶
M
。
口
同
町
。
ロ
時
岡
田
円
片
山
ψ
粋
た
ば
あ
い
と
し
て
、
ア
メ
り
カ
の
ホ
テ
ル
会
社
と
、
主
と
し
て
ラ
テ
シ
・
ア
メ
リ
カ
な
い
し
地
中
海
地
方
に
あ
る
現
地
入
所
有
の
ホ
テ
ル
と
の
問
の
協
定
が
あ
げ
ら
れ
る
e
後
者
は
新
築
も
し
く
は
建
築
中
の
も
の
で
あ
り
そ
の
設
計
は
ア
メ
リ
カ
人
旅
行
者
の
一
六
九
一七
O
吸
牧
を
目
的
と
し
て
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
一
示
さ
れ
る
。
巨
額
の
固
定
資
本
は
現
地
の
公
私
の
資
本
に
よ
っ
て
金
鳳
さ
れ
る
が
と
き
に
は
輸
出
入
銀
行
の
融
資
を
仰
ぐ
乙
と
も
あ
る
。
ア
メ
叶
リ
カ
側
業
者
は
自
ら
経
営
し
、
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
流
に
訓
練
さ
れ
た
現
地
人
を
雇
用
す
る
。
そ
の
方
式
如
何
に
よ
っ
て
、
ア
メ
ロ
ツ
カ
業
者
が
手
数
料
の
他
に
利
潤
を
受
取
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
間
清
涼
飲
料
水
産
業
の
ぼ
あ
い
を
典
型
と
す
る
同門臼ロ
n
F
一ω山田
向
『
旬
。
自
oEω
ア
メ
リ
カ
業
者
は
、
援
詰
工
場
の
建
設
に
際
し
て
設
計
図
そ
の
他
乙
れ
に
必
要
な
技
術
主
の
援
助
を
与
え
る
。
乙
れ
を
受
け
た
相
手
国
企
業
は
、
特
定
地
域
に
お
け
る
生
産
・
販
売
の
独
占
権
を
持
ち
、
濃
縮
エ
キ
ス
を
受
取
り
、
特
定
の
加
工
方
法
に
従
っ
て
生
産
す
る
訳
で
あ
る
。
エ
キ
ス
の
何
格
は
生
詫
費
の
他
K
ア
戸
リ
カ
業
者
に
支
払
わ
る
べ
き
特
許
料
を
含
む
。
ヂ
ル
ン
プ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
技
術
援
助
協
定
は
当
事
者
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
す
。
ま
歩
、
被
援
助
国
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
が
永
年
の
苦
心
と
巨
額
の
資
本
を
費
し
て
得
た
技
術
を
ご
く
短
期
間
に
習
得
で
き
る
し
、
生
産
及
び
支
配
権
を
握
る
が
故
に
同
民
感
情
を
損
う
と
と
が
な
い
。
叉
山
5
2
E口
問
担
問
B
u
s
g
g
と
m，同
日
ロ
n
F
5
0
E四
円
z
g
g
g
の
ば
あ
い
は
、
為
替
負
担
を
軽
減
す
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
見
て
も
、
単
な
る
サ
1
ヴ
イ
ス
の
輸
出
で
あ
る
か
ら
資
本
の
引
相
閣
に
伴
う
困
難
は
な
く
、
叉
通
貨
の
交
換
性
停
止
、
国
有
化
、
あ
る
い
は
戦
争
に
よ
る
破
壊
等
の
危
険
も
は
る
か
に
少
い
。
そ
し
て
、
通
常
の
直
捻
投
資
よ
り
も
牧
益
は
小
さ
い
か
も
知
れ
ゑ
い
が
、
そ
の
代
P
条
件
の
許
す
か
ぎ
り
永
続
的
に
利
益
を
得
る
と
と
K
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
の
積
の
技
術
供
与
は
、
国
際
牧
支
統
計
の
直
接
投
裕
一
項
目
中
に
は
算
入
さ
れ
や
、
特
許
料
、
手
数
料
等
が
記
録
さ
れ
る
K
す
有
な
、
A
、
iv
古
一
九
五
O
年
に
沿
い
て
そ
の
総
額
は
一
億
二
六
0
0
万
ド
ル
K
K
っ
て
い
る
の
「
日
本
に
む
け
る
外
向
資
本
」
の
著
者
が
行
ク
て
い
る
よ
う
に
、
か
り
に
日
間
際
金
利
を
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
昨
日
本
還
元
す
れ
ば
、
四
二
億
ド
ル
の
投
資
K
匹
敵
す
る
訳
で
あ
る
の
さ
て
ヂ
ル
ン
プ
ル
グ
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
技
術
水
準
に
お
い
て
立
ち
長
く
れ
、
著
し
く
不
安
定
注
わ
が
国
産
業
と
の
聞
に
は
多
く
の
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
技
術
援
助
協
定
が
結
ぼ
れ
て
い
る
。
「
日
本
に
お
け
る
外
国
資
本
」
に
よ
れ
ば
、
技
術
援
助
対
価
の
支
払
い
は
年
月
送
金
額
の
六
O
パ
1
セ
ン
ト
以
K
を
占
め
、
株
式
配
当
金
や
貸
付
金
一
克
利
の
送
金
を
は
る
か
に
上
創
っ
て
い
る
。
更
に
代
金
支
払
が
困
難
な
ば
あ
い
は
遠
慮
な
く
株
式
を
取
得
し
、
乙
れ
を
完
全
に
自
己
の
子
会
社
に
転
化
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
利
潤
獲
得
を
さ
ら
に
安
巴
定
有
利
な
も
の
と
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
註
口
こ
L
ま
で
く
れ
ば
完
全
な
直
緩
投
資
で
あ
り
、
し
か
も
彼
我
の
技
術
水
準
の
大
き
伝
隔
り
の
故
に
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
陳
府
開
化
し
た
技
術
が
送
わ
込
ま
れ
る
友
ら
ば
、
殆
ん
ど
元
子
入
ら
十
℃
巨
額
の
手
数
料
、
特
許
料
を
得
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
「
こ
う
い
う
方
訟
で
超
過
利
潤
を
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
発
達
し
た
資
本
主
義
一
同
へ
の
投
裕
一
で
は
た
E
日
本
の
よ
う
に
敗
戦
に
よ
ク
て
植
民
地
的
状
態
に
転
落
し
た
同
の
諸
条
件
、
と
く
に
米
間
の
日
本
占
領
と
い
う
条
件
を
蚊
犬
限
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
に
ま
や
注
怠
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
〔
諮
問
土
り
一
般
的
に
見
れ
ば
、
後
進
国
に
沿
い
て
与
え
ら
れ
た
技
術
が
充
令
機
能
し
て
生
斥
力
を
高
め
る
為
に
は
何
よ
り
も
資
本
を
必
要
と
す
る
。
広
汎
ゑ
国
土
開
発
計
画
な
い
し
公
益
事
業
に
お
い
て
然
り
で
あ
旬
、
資
本
出
品
川
積
の
乏
し
い
同
は
、
単
な
る
技
術
供
与
の
み
で
は
「
撰
助
」
さ
れ
た
と
と
に
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ζ
れ
を
補
是
す
る
の
が
同
家
投
資
な
の
で
あ
る
。
と
の
関
係
を
輸
出
入
銀
行
及
び
世
界
銀
行
の
側
か
ら
眺
め
て
見
ょ
う
。
前
者
は
ア
戸
リ
カ
の
政
府
資
金
を
、
後
者
は
政
府
保
証
債
券
応
募
額
を
貸
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
支
配
を
意
図
し
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
む
し
ろ
私
的
証
券
投
資
K
代
置
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ヂ
ル
ン
プ
ル
グ
に
よ
れ
ば
、
乙
の
両
機
関
は
一
九
二
0
年
代
の
証
券
投
資
一
の
よ
う
κ自
由
に
処
八
刀
し
得
る
ド
ル
為
替
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
通
常
特
定
企
画
に
対
す
る
借
扶
印
唱
ゆ
口
一
同
一
ト
口
』
円
】
円
。
』
o
n昨
｝
。
白
ロ
ω
の
供
与
を
と
と
－
と
す
る
。
即
ち
、
「
両
機
関
は
企
画
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
わ
た
っ
て
専
問
的
勧
告
と
技
術
知
識
を
与
え
、
窮
極
的
に
は
と
れ
に
加
え
て
有
休
設
備
の
輸
出
に
対
し
て
も
金
融
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
借
手
と
協
調
し
て
企
劃
を
遂
行
す
る
ば
あ
い
、
多
く
の
点
に
お
い
て
私
的
公
益
事
業
七
七
会
社
が
在
外
子
会
社
を
設
け
る
ば
あ
い
に
近
似
せ
る
方
法
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
」
（設問）
と
・
か
く
て
私
企
業
に
よ
る
技
術
供
与
は
公
的
機
関
に
よ
る
貸
付
を
前
提
と
し
、
国
家
投
資
は
私
企
業
の
荷
動
を
補
完
す
る
。
「
十
九
世
紀
の
対
外
投
資
の
中
の
幾
詐
が
世
界
銀
行
の
定
め
た
審
査
基
準
に
旅
し
て
生
き
残
る
か
疑
わ
し
い
。
」
（註羽
と
い
わ
れ
る
裂
に
き
び
し
い
借
欽
は
、
技
術
供
与
と
結
び
つ
い
て
い
わ
ば
よ
り
高
次
の
直
接
投
資
と
し
て
の
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
（註
K
山
）
可
唱
。
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あ
る
O
）
（
註
口
）
政
治
経
街
研
究
所
編
、
「
日
本
に
お
け
る
外
国
資
本
」
一
九
五
五
年
、
二
二
一
l
一
三
四
頁
（註
mm
〕
同
右
一
二
二
頁
（註川町）
E
B
Z
芸品
E
E
Z＆ロ四
m－目
u
・
5ω
喧
〔註叫山）同・
Z
E
r
m
o・－
R
4
Z
T
E
Z
O
E
oご
E
O
H
E仲間
O
E
H
E
4
2
5
8
”
4
A
E
4
5
5
0
戸
仲
間
『
両
氏
H
A
Z
E
2ロ巴
T
C
S
E々
開
与
2
2
0宅
〔4
r
o
r
o
O
B
O
B
Z
］
CEH7ロ巴
J
h
。円・「凶
H〈
w
Z
P
N印
Be
旬。
0・
H唱
UAH｝
古
叶
UA酔
五
、
官
私
的
投
資
と
国
家
投
資
と
の
関
聯
以
上
わ
れ
わ
れ
は
、
専
ら
私
的
投
資
に
つ
い
て
分
林
を
進
め
て
き
た
が
、
第
八
表
の
示
す
よ
う
に
戦
後
に
ゐ
け
る
ア
メ
リ
カ
の
浜
本
輸
出
が
、
国
家
投
資
の
著
し
い
増
大
を
特
徴
と
す
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
下
直
姥
投
資
の
自
己
金
融
化
傾
向
と
国
家
投
資
の
増
加
傾
向
と
の
関
聯
を
問
う
乙
と
に
よ
り
現
段
階
に
訟
け
る
資
本
輸
出
の
特
質
を
明
か
に
し
て
結
び
に
代
え
る
と
と
に
し
た
い
。
問
題
は
ま
歩
自
己
金
融
な
る
現
象
を
い
か
に
解
す
る
か
K
あ
る
。
乙
の
点
K
関
す
る
一
二
三
の
見
解
を
吟
味
し
つ
L
論
在
進
め
る
と
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
海外枝下資本一アメリカ合衆国（単位10億ドJ')
~唖孟霊長盟議
3.s I 3 s I 2 .61η 
10.4 56 7.0 17.4 1919 
11.4 47 7.7 16.3 27.7 1929 
0.04: 58 7.3 12.5 12.5 1939 
充
日
且
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
設
辺
）
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共訳「銃言f集J1955 p. 160 
く
の
企
業
は
、
長。キ
そ。 γ
ら。ド
く0 Jレ
無。パ
意。 1
識。ガ
的。 1
1c0 l'C 
vむ。上
は0 itL 
あ0 ';f 
b。、
う。「
が。多
k
k
し
よ
う
。
借
入
時
H
A
－－t
尚
保
利
誌
と
を
峻
別
し
て
い
る
。
ζ
の
よ
う
次
区
別
は
、
か
な
り
の
程
度
ま
で
非
合
現
的
な
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
や
、
向
そ
れ
は
厳
と
し
て
存
在
す
る
。
即
ち
諾
企
業
は
、
尚
保
利
益
な
ら
喜
ん
で
と
れ
を
海
外
に
投
ヒ
る
が
、
借
入
資
金
K
つ
い
て
は
そ
う
℃
は
な
い
”
」
（註幻）
「
会
社
67 14.9 22.3 36.l 1951 
（
傍
点
山
＼
内
）
更
に
、
κよ
っ
て
は
、
当
初
の
規
模
を
と
え
て
行
わ
れ
る
直
様
投
資
は
、
校
外
子
会
社
が
尚
保
し
旦
抗
日
本
の
鉱
張
κ用
い
得
る
利
潤
を
生
む
ば
あ
い
に
の
み
投
下
さ
れ
る
o
（中
と
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
当
面
す
る
凶
難
を
「
過
剰
貯
蓄
」
に
求
め
る
キ
ン
ド
ル
パ
l
ガ
ー
は
、
略
）
換
言
す
れ
ば
、
存
外
子
会
社
は
鉱
張
目
的
を
臼
ら
の
解
決
を
国
家
投
資
κ求
め
る
の
で
あ
る
。
第七表
本
間
企
業
及
び
在
外
子
会
社
に
よ
ク
て
行
わ
れ
る
内
部
資
金
の
再
投
資
が
、
過
剰
貯
蓄
に
は
け
口
を
与
え
な
い
こ
と
を
非
雑
し
、
問
題
0
0
0
0
0
0
0
0
 
然
し
な
が
ら
自
己
金
融
な
る
現
象
は
、
キ
ン
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
い
う
よ
う
に
、
無
意
識
的
、
非
合
理
的
友
動
機
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
歩
、
自
己
金
融
危
る
現
象
の
発
生
基
盤
は
株
式
会
社
制
度
K
内
在
す
る
ζ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
株
式
会
社
は
七
一
七
四
広
く
社
会
的
蓄
積
を
か
き
あ
っ
め
ク
L
多
数
議
決
権
制
の
採
用
に
よ
ク
て
、
そ
の
経
営
権
を
一
部
大
株
主
の
手
に
集
中
す
る
。
と
と
る
で、
「
経
営
権
と
は
直
接
に
は
所
有
に
も
と
づ
く
処
分
の
自
由
、
経
営
方
針
の
決
定
権
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
究
局
K
は
獲
得
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
処
分
権
で
も
あ
る
。
」
（
詫
お
）
乙
の
点
に
関
し
て
ヒ
ル
7
7
1
ヂ
ン
グ
も
い
う
。
「
公
称
株
式
資
本
を
ま
さ
な
い
で
機
能
経
本
を
ま
す
と
と
も
可
能
で
あ
る
・
た
と
え
ば
、
純
利
得
を
株
主
に
配
当
し
な
い
で
、
そ
の
金
一
部
ま
た
は
一
部
を
そ
の
企
業
の
経
営
に
使
用
す
る
ば
あ
い
の
ご
と
き
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
」
註
M
A
左
。
し
か
し
ヒ
ル
ア
ア
1
ヂ
ン
グ
に
あ
っ
て
は
、
株
式
会
社
の
本
来
的
た
資
金
調
達
方
式
は
、
あ
く
ま
で
株
式
の
公
募
で
あ
り
、
凶
保
利
益
K
よ
る
拡
張
は
副
次
的
な
も
の
と
見
注
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
「
株
式
会
社
と
な
ク
た
資
本
主
義
的
企
業
は
、
い
ま
や
個
人
的
所
有
の
析
秋
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
、
純
粋
に
技
術
の
要
求
す
る
ま
L
に
膨
脹
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ
ら
党
な
機
械
の
採
用
・
類
似
生
産
部
門
の
吹
牧
・
特
設
の
利
用
は
、
た
E
技
術
的
お
よ
び
経
済
的
た
適
度
と
い
う
見
地
か
ら
の
み
、
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
註
お
ム
」
し
、
更
に
、
利
潤
が
利
子
化
す
る
と
と
に
よ
っ
て
一
般
的
利
潤
率
の
低
下
が
阻
止
さ
れ
る
と
し
た
マ
ル
ク
ス
を
批
判
し
て
、
「
平
均
利
潤
本
の
形
成
お
よ
び
利
潤
率
の
低
下
に
つ
い
て
の
彼
の
後
段
の
記
述
に
関
し
て
い
え
ば
、
株
式
会
社
一
の
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
株
式
会
社
の
利
潤
か
、
ま
さ
し
く
私
的
企
業
の
そ
れ
と
同
じ
く
、
般
利
潤
率
の
平
均
化
に
あ
や
’
か
ら
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
は
明
白
で
あ
る
．
」
〔
註
町
山
‘
と
す
る
左
き
、
マ
ル
ク
ス
が
既
に
感
知
し
て
い
た
独
占
の
意
義
が
看
過
さ
れ
て
い
る
と
い
L
待
ょ
う
。
か
く
て
ヒ
ル
ブ
ア
1
ヂ
ン
グ
が
自
己
金
融
の
重
要
性
を
充
分
認
識
し
得
な
か
っ
た
理
由
は
明
か
で
あ
る
。
け
だ
し
、
豊
富
な
内
部
資
金
の
ま
川
績
は
、
強
力
な
独
占
に
よ
る
超
過
利
潤
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
わ
ノ
、
株
式
会
社
に
よ
る
資
本
の
集
中
が
独
占
段
階
に
入
っ
て
本
格
化
し
発
展
す
る
と
い
う
ば
あ
い
、
と
、
与
に
顕
本
化
す
る
自
己
金
融
な
る
現
象
は
、
理
論
的
に
も
現
実
的
に
も
重
要
な
意
義
を
も
ク
と
い
わ
ね
ば
な
ら
た
い
。
さ
て
、
世
界
恐
慌
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
向
己
金
融
化
傾
向
を
重
侃
す
る
の
あ
ま
り
、
ヒ
ル
7
7
1
J
T
Y
グ
戦後におけるアメリカ資本輸出の形態的特質
流
の
金
融
資
本
概
念
を
修
正
す
べ
き
と
と
を
主
張
し
た
の
は
P
・
M
－
ス
イ
ー
ジ
ー
で
あ
っ
た
。
す
も
仏
わ
ち
、
企
業
結
合
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
進
め
ら
れ
、
危
険
次
種
類
の
競
争
が
事
実
上
廃
絶
さ
れ
る
段
階
K
達
す
る
ε、
「
銀
行
権
力
の
本
来
的
友
茶
礎
を
た
し
て
い
た
新
証
券
の
発
行
機
能
は
、
従
来
ほ
ど
重
要
で
は
ゑ
く
な
る
。
日
犬
止
な
独
占
的
株
式
会
社
は
、
そ
の
成
功
（
牧
益
性
）
に
正
比
例
し
て
株
主
に
嗣
肌
当
守
と
し
て
外
配
す
る
代
り
忙
蓄
積
す
る
と
と
が
で
き
る
利
栓
金
の
形
態
K
沿
い
て
だ
け
で
友
〈
、
ま
た
減
価
償
却
、
減
損
、
陳
腐
化
、
交
す
圭
す
も
へ
た
る
程
度
忙
沿
い
て
向
け
九
れ
る
い
わ
ゆ
る
積
立
金
勘
定
の
形
態
忙
沿
い
て
、
内
部
的
資
金
源
泉
を
も
つ
よ
う
に
な
る
”
と
れ
ら
の
追
加
資
本
の
内
部
的
源
泉
を
入
手
す
る
と
〉
し
も
κ、
会
社
の
経
常
者
は
、
大
友
h
小
友
町
の
程
度
に
・
お
い
て
、
向
同
本
源
泉
と
し
て
の
新
証
券
の
た
め
K
市
場
忙
依
存
す
る
と
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
同
h
し
理
由
忙
上
づ
て
、
銀
行
業
者
へ
の
依
存
か
ら
自
向
と
な
る
・
（
中
略
）
か
つ
て
は
光
栄
の
日
を
も
っ
た
銀
行
資
本
は
、
ふ
た
た
が
陪
業
経
本
に
炊
い
す
る
補
助
的
た
地
位
に
立
ち
帰
旬
、
と
ろ
し
て
企
業
結
合
運
動
以
前
κ存
在
し
た
関
係
を
ふ
た
犬
ぴ
樹
立
す
る
。
（
中
略
）
銀
行
資
本
の
支
慨
は
、
ほ
ぼ
競
争
的
政
民
本
主
義
か
ら
独
占
資
本
主
義
へ
の
過
渡
期
に
一
致
す
る
資
本
主
義
発
展
の
一
時
的
局
断
で
あ
る
の
」
（
設
げ
）
止
。
ス
イ
ー
ジ
ー
が
向
日
金
融
を
独
占
の
強
化
正
結
び
つ
け
て
説
明
し
、
そ
の
限
打
K
沿
い
て
生
産
固
に
沿
け
る
独
占
の
重
要
性
を
看
過
し
た
ヒ
ル
プ
プ
1
ヂ
ン
グ
を
批
判
す
る
の
は
正
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ヒ
ル
ブ
ア
1
ヂ
シ
グ
が
向
己
金
融
v
k
対
す
る
正
し
い
理
解
を
欠
い
党
理
由
を
「
金
融
支
開
の
先
入
観
」
K
求
め
、
金
融
資
本
概
念
の
修
正
党
要
求
す
る
と
き
、
ス
イ
ー
ジ
ー
は
決
定
的
た
誤
謬
に
陥
っ
た
も
の
・
と
い
わ
ね
ば
た
ら
友
い
。
一
般
に
認
め
ら
れ
る
上
ろ
に
、
品
陀
業
資
本
と
銀
行
資
本
と
は
独
占
形
成
過
程
κ沿
い
て
棺
融
合
し
て
金
融
資
本
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
株
式
会
社
は
そ
の
制
度
的
基
幣
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
乙
の
ぼ
あ
い
、
金
融
資
本
の
成
立
が
銀
行
資
本
の
イ
ニ
シ
ヤ
テ
イ
ヴ
K
工
る
か
、
そ
れ
と
も
搾
業
資
本
の
方
か
ら
一
銀
行
資
本
領
域
へ
の
侵
入
に
土
る
か
は
本
質
的
訟
と
と
が
ら
で
は
な
い
。
か
く
で
ス
イ
1
ジ
ー
の
見
解
は
余
り
に
も
機
械
的
で
あ
る
と
い
う
べ
く
、
「
ア
メ
リ
カ
忙
沿
け
る
高
率
な
内
部
副
同
保
そ
れ
自
休
も
、
実
は
独
占
約
一
本
！
と
七
五
七
し
て
、
故
に
圭
た
同
時
陀
一
金
融
安
本
と
し
て
の
日
犬
株
式
会
社
の
経
済
力
κ挨
た
・
ね
ば
で
き
る
と
と
で
は
友
い
。
」
（
註
部
の
で
あ
る
。
左
と
ろ
で
、
巨
大
企
業
rよ
る
自
己
金
融
化
傾
向
の
反
商
は
と
り
も
直
さ
や
中
小
企
業
の
没
落
に
他
友
ら
な
い
。
け
だ
し
純
牧
益
の
一
一
部
し
か
配
当
叱
与
的
得
友
い
一
般
投
資
家
は
株
式
投
資
の
意
欲
を
牛
へ
い
、
且
小
企
業
は
信
用
湾
く
、
そ
の
設
備
拡
張
K
は
犬
き
な
危
険
を
伴
う
故
に
、
発
行
費
用
は
禁
止
的
と
い
ク
て
土
い
程
高
く
友
る
の
そ
と
で
い
き
沿
い
借
入
資
金
に
頼
る
と
す
れ
ば
、
経
営
は
弾
力
性
b
t
失
い
、
一
度
不
況
κ約
一
遇
す
れ
ば
そ
の
弱
体
を
暴
露
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
自
己
金
融
は
ぞ
れ
自
体
独
占
H
金
融
資
本
の
強
化
去
解
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ス
イ
ー
ジ
ー
の
強
調
す
る
「
自
力
発
行
」
（
3
2
S
Z
H
L
R
O
R
2
3
に
づ
い
て
も
と
の
と
と
は
い
L
得
る
q
戦
後
の
数
字
を
あ
げ
れ
ば
，
一
九
四
六
l
四
九
年
の
一
間
プ
J
p
q
カ
同
内
に
お
け
る
新
規
発
行
額
は
二
六
六
億
ド
ル
に
上
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ろ
ち
自
力
発
行
K
土
る
も
の
は
九
九
億
F
ル
す
な
わ
ち
約
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
更
に
そ
の
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
以
L
L
は
生
命
保
険
会
社
が
と
れ
を
購
入
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
＋
主
0
7
，三ロ
2
正
乙
ろ
で
、
「
乙
れ
ら
投
資
機
関
は
、
犬
企
業
と
取
引
し
、
旦
巨
額
の
証
券
を
の
み
取
扱
う
と
い
う
強
い
傾
向
を
も
ク
て
い
る
と
い
う
事
実
土
的
す
れ
ば
、
か
L
る
私
的
市
場
を
利
用
す
る
と
と
が
困
難
な
の
は
中
小
企
業
で
あ
る
の
」
〔
註
却
）
か
〈
て
、
生
命
保
険
会
社
等
の
犬
投
資
機
関
と
独
占
企
業
Lι
の
時
間
援
友
関
係
は
明
か
で
あ
り
、
従
っ
て
一
自
己
令
融
」
と
と
も
に
「
向
力
発
行
」
の
増
加
傾
向
も
亦
、
「
金
融
資
本
」
の
新
大
な
る
変
拍
脱
走
一
示
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
更
忙
と
れ
と
並
ん
で
、
ニュ
1
・
ヂ
イ
1
ル
以
来
同
家
済
金
が
犬
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
と
K
注
目
し
た
い
。
ス
イ
ー
ジ
ー
も
、
「
投
資
銀
行
家
の
没
落
の
基
礎
的
た
原
因
」
の
一
つ
と
し
て
、
「
か
づ
て
は
投
路
銀
行
家
の
助
力
を
必
要
と
し
た
金
融
的
諸
機
能
の
う
ち
、
特
K
市
開
興
金
融
会
社
そ
の
他
ニ
ュ
1
・
ヂ
イ
1
ル
下
忙
設
立
さ
れ
た
諸
機
関
を
通
ヒ
で
連
邦
政
府
の
ゐ
と
な
う
部
分
が
次
第
花
増
加
し
て
い
る
・
」
（
註
川
）
と
と
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
貨
幣
資
本
や
国
民
所
得
の
主
要
部
分
金
ま
や
同
家
が
吸
牧
し
、
し
か
る
後
政
府
諸
機
関
に
よ
う
て
資
金
を
産
業
界
K
流
す
と
と
を
意
味
す
る
か
、
と
の
ぼ
戦後におけるアメリ力資本輸出の形態的特質
あ
い
金
融
資
本
の
一
環
た
る
銀
行
政
、
問
償
保
有
K
比
重
を
移
す
と
と
に
よ
っ
て
肉
家
信
用
を
媒
介
と
し
殺
が
ら
産
業
資
本
と
開
く
結
び
っ
く
の
で
あ
る
。
と
と
K
も
金
融
資
本
の
新
た
た
る
変
紛
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ス
イ
ー
ジ
ー
の
規
J
定
か
ら
は
、
自
己
金
融
化
傾
向
と
同
家
資
金
の
増
大
’
と
が
結
び
づ
く
べ
き
上
す
が
が
見
出
し
得
た
い
と
い
可
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
か
く
し
て
蓄
積
主
れ
た
内
部
作
、
金
は
、
利
子
・
租
税
等
を
以
て
す
る
外
部
の
何
者
に
も
掬
束
さ
れ
る
と
と
往
く
、
最
L
へ
畑
町
利
潤
を
求
め
て
同
内
、
同
外
の
最
も
有
利
た
綬
務
機
会
K
集
中
さ
れ
て
行
く
。
そ
れ
は
キ
ジ
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
い
う
如
き
非
合
理
的
感
情
κ基
く
も
の
で
は
な
い
の
次
表
の
一
不
す
如
く
、
ア
メ
リ
カ
同
内
、
開
発
地
域
、
未
開
発
地
域
を
比
較
し
て
最
高
の
牧
益
率
を
あ
げ
て
い
る
の
は
後
進
未
開
発
地
域
へ
の
石
油
投
資
で
あ
り
、
本
国
企
業
の
内
部
資
金
が
放
も
多
〈
投
ぜ
ら
れ
た
の
は
と
の
部
門
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
際
的
石
油
独
占
よ
り
す
る
巨
額
の
超
過
利
潤
κ上
づ
て
可
能
友
ら
し
め
ら
れ
つ
一
弘
、
更
κ…
独
占
を
強
化
し
、
土
り
犬
友
る
利
潤
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
の
手
段
で
あ
っ
た
。
次
κ製
造
工
業
役
経
一
は
同
門
技
資
の
収
益
率
を
土
廻
つ
て
は
い
る
が
、
そ
の
開
き
は
僅
少
で
あ
る
。
主
と
し
て
阿
欧
の
ぼ
あ
い
、
既
存
企
業
の
買
収
を
通
じ
て
同
際
的
独
占
網
を
形
成
し
た
と
の
分
野
に
あ
っ
て
は
、
戦
後
に
K
M
け
る
尚
欧
の
政
治
的
経
済
的
不
安
の
故
花
、
そ
の
拡
張
が
も
つ
ば
ら
同
0
3釘
ロ
noG己
主
い
O
ロ
の
自
己
金
融
に
土
つ
て
の
み
賄
わ
れ
て
い
る
と
い
ろ
停
滞
的
寄
生
的
性
格
に
注
目
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
c
・
1
・
ア
シ
グ
1
ゾ
ン
が
、
「
向
己
金
融
は
各
産
業
お
よ
び
弁
企
業
問
に
お
け
る
資
金
の
適
胡
な
限
令
を
妨
げ
る
。
」
（
詰
m
U）
の
で
あ
り
、
豊
富
た
資
金
の
供
給
を
も
う
て
い
る
の
は
既
に
モ
の
発
展
過
程
の
ム
へ
半
h
t
終
え
た
成
熟
産
業
（
自
己
L
R
M口
出
己
主
ご
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
い
う
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
己
金
融
か
独
占
の
強
化
で
あ
る
と
同
時
r、
経
済
の
停
滞
性
の
深
化
を
も
意
味
す
る
止
考
え
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
関
門
κお
け
る
独
占
の
進
展
の
故
忙
激
化
し
、
資
本
輸
出
の
機
会
を
待
望
す
る
過
剰
貯
筈
は
、
間
際
的
独
占
の
自
己
金
融
κよ
っ
て
更
κそ
の
は
け
口
を
阻
止
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
自
己
金
融
κ対
す
る
キ
γ
ド
ル
パ
1
ガ
1
の
非
難
は
と
の
上
う
K
解
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
は
け
口
を
与
え
一
七
七
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七
八
た
い
ど
と
ろ
か
、
種
々
の
項
目
の
う
ち
に
隠
さ
れ
て
度
も
所
得
と
し
て
か
ぞ
え
ら
れ
た
と
と
の
な
い
利
潤
の
再
投
資
に
よ
り
、
過
剰
貯
答
を
一
一
周
激
化
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
各
図
げ
礼
治
け
る
民
族
主
義
的
風
潮
か
ら
諸
え
の
制
約
を
蒙
り
間
際
的
独
占
を
組
織
し
難
い
公
裕
一
事
業
部
門
に
あ
つ
て
は
、
伺
内
の
収
益
率
に
比
べ
て
対
外
投
資
の
そ
れ
は
大
き
く
下
廻
っ
て
い
る
e
し
か
も
後
進
国
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
、
従
っ
て
ま
た
プ
J
p
q
カ
の
資
本
輸
出
の
前
提
条
件
と
し
て
不
可
欠
た
の
は
、
芦
ル
ク
セ
等
に
よ
づ
て
「
社
会
的
一
般
浜
本
」
と
よ
ば
れ
る
と
の
分
野
で
あ
っ
た
の
私
企
業
の
技
術
供
与
が
主
左
し
て
行
わ
れ
、
国
家
投
資
が
と
れ
を
補
戦後におけるアメ日カ資本輸出の形態的特質
足
す
る
形
態
が
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
ほ
か
L
る
公
益
事
業
部
門
で
あ
る
乙
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
更
に
危
険
率
の
犬
き
及
商
欧
諸
国
に
は
同
家
投
資
が
集
中
さ
れ
、
戦
後
の
六
年
間
を
通
じ
て
い
わ
ゆ
る
マ
ー
シ
ャ
ル
化
諸
国
に
そ
の
七
O
パ
ー
セ
ン
ト
が
投
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
と
と
ろ
で
何
れ
の
ぼ
あ
い
に
沿
い
て
も
国
家
投
資
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
負
担
に
工
っ
て
商
品
の
販
路
を
確
保
し
、
そ
の
価
依
実
現
を
国
内
に
沿
い
て
保
証
す
る
。
と
く
に
技
術
撰
助
の
ぼ
あ
い
、
そ
れ
K
伴
っ
て
国
内
で
は
既
に
陳
腐
化
し
た
生
産
手
段
が
送
り
込
ま
れ
る
友
ら
ば
、
そ
の
利
益
は
莫
犬
た
も
の
と
放
ろ
う
。
か
〈
て
国
家
投
資
を
通
じ
て
私
企
業
の
利
潤
が
安
全
且
有
利
に
獲
得
さ
れ
る
か
仏
ら
ば
、
「
園
内
投
資
牧
益
を
主
廻
る
マ
ー
ジ
γ
が
、
対
外
投
資
に
特
有
の
危
険
を
克
服
し
て
ア
メ
リ
カ
の
企
業
家
を
ひ
き
つ
け
る
か
否
か
は
疑
問
と
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。
」
（註お）
戦
後
に
沿
け
る
ア
メ
リ
カ
の
資
本
輸
出
が
、
直
接
投
資
の
増
犬
に
も
か
L
わ
ら
や
倫
商
家
投
資
の
比
重
が
圧
倒
的
と
な
る
の
は
当
然
の
と
と
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
わ
れ
わ
れ
は
ア
ヌ
ワ
カ
資
本
輸
出
の
形
態
的
特
質
が
、
現
段
階
に
お
け
る
ア
J
F
W
リ
カ
金
融
資
本
の
構
造
に
上
っ
て
規
定
さ
れ
る
点
に
注
目
し
て
き
た
。
外
資
導
入
と
い
L
後
進
国
開
発
計
画
と
い
ろ
。
そ
れ
が
資
本
輸
入
国
の
経
済
構
造
と
の
関
聯
に
沿
い
て
い
か
な
る
意
義
を
も
ち
、
い
か
友
る
効
果
を
発
揮
す
る
か
、
叉
そ
の
限
界
は
如
何
。
乙
れ
等
の
八
す
析
は
今
後
に
期
す
る
と
と
と
し
た
い
。
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（註沼）
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｛
註
お
）
川
合
一
郎
著
「
資
本
と
信
用
」
一
九
五
四
年
、
三
九
九
頁
（註泊）
R
・
ヒ
ル
フ
7
1
デ
Y
グ
著
、
林
要
訳
「
金
融
資
本
論
」
一
九
五
二
年
、
（
註
お
）
同
右
一
九
四
頁
〔
設
お
）
同
右
一
b
三
頁
同
甲
山
叫
司
・
叫
日
申
司
・
凶
品
。
一
七
六
頁
一
七
九
71. 
む
｛
註
幻
）
P
・
M
－
ス
イ
ー
ジ
ー
著
、
中
村
金
治
訳
「
資
本
主
義
発
展
の
理
論
」
一
九
五
一
年
、
＝
一
六
回
l
五
頁
｛
註
舘
）
馬
場
克
三
「
独
占
後
期
に
お
け
る
株
式
会
社
金
融
の
変
貌
」
（
九
州
大
学
「
経
済
学
研
究
」
第
二
O
巻
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一
号
一
九
五
四
年
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一
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註
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P
・
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－
ス
イ
ー
ジ
ー
著
、
都
尚
重
人
監
訳
「
歴
史
と
し
て
の
現
代
」
一
九
五
四
年
、
一
一
一
一
五
頁
（
註
双
〕
C
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k
p
E
2
2
3
H
V
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∞
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註
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2
2ロ
宮
崎
ロ
主
o
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H
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Z
E
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Hq日
目
”
唱
団
NH
〈
本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
助
成
費
第
＝
二
o＝
一
二
号
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
）
